













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































北　星　論　集（経） 　第 54 号　第２号（通巻第 67 号）
れる。法廷意見では，抵当権者は，抵当不動
産の所有者に対して抵当不動産の交換価値の
実現を妨げ，抵当権者の優先弁済権の行使を
困難とさせている状態を是正するよう求める
権利（「侵害是正請求権」と呼ばれる）をもつ
とされる。この担保価値維持義務また侵害是
正義務が何を根拠に認められるものかは，判
旨からは明確ではない（抵当権自体？に基づ
く物権的請求権）（最大判平成11年11月24日
については，さしあたり，拙稿「抵当権者の『管
理占有』について」北星論集54巻１号38頁以
下を参照。担保価値維持請求権および侵害是
正請求権については，高橋眞「抵当権に基づ
く妨害排除請求と抵当権の性質論」法時74巻
２号87頁以下：道垣内弘人「『侵害是正請求
権』・『担保価値維持請求権』について」ジュ
リ1261号66頁以下を参照）。抵当権設定契約
から，抵当権設定者に，抵当不動産保全義務
（担保価値維持義務，侵害是正義務も含む）を
課すほうが明確であるように思われる。
51 前掲・注（48）の指摘におけるように，これ
らの事項を抵当権設定契約に規定した方が確
実である。
52 前掲・注（48）を参照。金融機関の実務家に
よれば，金融機関によって異なるが，３年に
一度くらい抵当不動産の現況調査が義務づけ
られているようである。
53 たとえば，抵当不動産が遠方にある場合，現
況調査を定期的に課すことは，費用対効果の
点で，抵当権者にとって大きな負担となる可
能性がある。拙稿「再度の時効取得による抵
当権の消滅について」北星論集53巻１号116
頁を参照。
54 さしあたり，道垣内「担保物権法」210頁以下，
とくに218・219頁を参照。
55 抵当権設定者が，抵当権設定契約違反や抵当
権侵害の意思なく，抵当物件の増改築を行っ
てしまうケースは，実務界では多いようであ
る。そのような現実への応答も本稿執筆の動
機の一つである。
56 抵当権を実行したところで，抵当建物の価値
が減少しており，抵当権者は，渡り廊下が設
置される前よりも，少ない金額しか回収でき
ないだろう（田山，ジュリ増刊（担保の判例１）
24頁を参照）。後順位抵当権者がいた場合，後
順位抵当権者への配当額はさらに少なくなる
（抵当権設定時の合理的な期待がさらに損なわ
れることになる）。そもそも買受人が現れない
かもしれない。
